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 札幌社保協結

成10周年記念レ

セプションは、09

年1月10日(土)で

す。ホテルノースシティ 

 札幌社保協は事前に介護保険料の引き下げ、保険料・利用料の

軽減拡充を求めて要望書を提出していましたが、12/26に交渉

を行いました。回答書では次期保険料設定の項目以外では、ほと

んどできませんという内容でしたが、利用者の実例を示して利用

料の軽減や市の独自サービスの実施を迫りました。 

 社保協からは勤医協在宅、地域社保協、道社保協、斉藤事務局

長ら15人が参加、市側からは介護保険課長、介護予防担当課

長、事業指導担当課長、担当係長など9人が出席しました。 

次期介護保険料は引き上げにならないよう配慮、 

第4･5段階で保険料軽減措置を実施予定 
 

〈市〉09年度からの(65歳以上)次期介護保険料につ

いては、約51億円の準備基金を使い、引き上げにな

らないよう考えている。 

 第4･5段階の所得の低い世帯には、保険料の一部軽

減を実施することを検討している。 

〔注〕自治体の判断で、第4段階に今年度までの期限だっ

た激変緩和措置の継続や、第5段階の所得の低い階層の

保険料を軽減できる。札幌では6万人が対象となる予定。 
 

実例を示し利用料の軽減を求める 

①娘が88歳要介護５の父親を介護している2人世

帯。透析と整形疾患などあり、訪問入浴や通院介助

などを利用していたが、5万円ほどかかる利用料負担

が重く、透析の通院介助を断ってきた。娘さんも病

気があり通院介助は大変だが、利用料負担が大きい

ことで生活も苦しくなり、断らざるを得なかった。 

②在宅酸素療法をしている74才男性。民間アパート

の2階に住んでいて、空いている1階に転居を勧める

が、１階は家賃が5千円高いと言う。暖房をぎりぎり

にしているため、寒くて酸素の血中濃度を測るのも

難しいほど。寒くて体調が悪くなることもある。家

に風呂がなく、本人は「デイサービスを楽しみにし

ている。行くためには暖房など他の部分を削らない

とね」と言っている。 

③88才肺がん末期の男性。要支援2で電動ベッド利

用ができないため、介護度の区分変更を申請し、電

動ベッドが必要だという確認書などを提出したり、

手間と時間がかかる。この人の場合は2ヶ月かかり要

介護4になったので、ベッドを利用できることには

なった。しかし末期の人は状態悪化も早く、最悪の

場合許可待ちの間に亡くなることもある。癌の人の

介護認定や対応をもっと迅速に柔軟にしてほしい。

さかのぼって利用を認めてもらえないことや、要介

護2以上に認定されない場合は、自費負担となってし

まい、何とかしてほしい。 

〈市〉利用料の軽減や市の独自サービスは、1号保険

者(65歳以上)の保険料でまかなうことになるため、

なかなか難しい。しかし保険の制度内でできないこ

と、制度の谷間にある人がいることは承知している

し、それで良いとは思っていない。介護保険だけで

なく福祉としてどこかがやらなければならないと思

う。 

→③のような事例は区によって対応も違うので、本

庁にも相談してもらいたいということになりまし

た。 

【社保協】介護保険の枠内では自治体での限界はあ

ると思うが、他市町村で実施している例も参考にし

てほしい。また、介護保険の制度の中だけでなく市

の施策として困難な人への対応を考えてほしい。 
 

保険料・利用料の軽減規定の見直しを 

 現行の保険料軽減世帯の規定に、所得が対象範囲

でも健康保険の家族ではダメという項目があり、見

直しを要求しましたが、改善にはいたらず。 

 利用料・保険料を支払うと生活保護基準以下にな

る世帯への境界層軽減措置は、生活保護申請をし、

却下されてからが対象という制度のため、簡素化を

求めました。市側も問題を感じており、国に対し改

善を求めていきたいとの考えを示しました。 


